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【要 旨】
九州各地の方言における可能表現形式は多数あるが、大分方言には特に多い。昔

話を聞き書きした大分方言資料から可能表現形式を抜出し、心情可能、能力可能、
外的条件可能、内的条件可能という意味の下位分類のラベルをつけて整理したとこ
ろ、助動詞（ラ）ルルの用例数が多く意味範囲も広いことがわかった。また、キル
やコナスは能力可能専用形式、可能動詞も能力可能が中心の形式だが、二重可能形
は広く可能の意味範囲の全般にわたっていることが予想される結果となった。

【キーワード】
大分方言、可能表現、可能動詞、変遷、昔話の語り

１．はじめに

筆者は、ここ数年、大分方言における可能表現に注目し、最近は特に可能動詞の変遷を探ろう
としている。大分方言の可能表現を示す形式は、他地域に比べて多いと言える。動作主体の能力
可能を表すとされる～キル、動作主体外の条件による可能（外的条件可能）を表すとされる～（ラ）
ルル、一時的な条件による可能（内的条件可能）を表すとされる可能動詞の未然形＋ルル、他に
可能動詞、～ダス、～コナス、～ウス（オース）や南部ではヨー＋動詞（否定の場合は動詞否定
形）など、数えれば８種類にもなるのである。特に先の３つの形式が、それぞれ異なる可能の意
味の分担（太字の意味）をしているという見解が、糸井・種（１９７７）などの先行研究にある。神
部宏泰（１９８６）では九州方言における可能表現の歴史的変遷に触れ、大分方言においては可能動
詞が～キルよりも古く、古い方の可能動詞がより「主情性」を帯びた意味を持っていると述べて
いる。これに対し、渋谷（１９９３）や木部（２００４）では、大分方言における可能動詞は決して古く
なく、他の九州各地と同様に新しい形式であって、特定の意味範囲を担当できないでいる状態だ
と異説を唱えている。
渋谷（１９９３）では「可能の条件スケール」を示し、ある方言に可能を表す形式がいくつかある

とすれば、それらはこのスケールの中で次第に担当が移り変わっていくようなしくみであるとし
た（図１）。図１の帯は、意味の担当のしかたの一例である（筆者作成）。スケール上の、意味範
囲の並べ方の基準は、主体の力や主体の判断など、「主体とそれぞれの条件との密着度（「不可分
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←動作主体内部条件 動作主体外部条件→

能力心情・性格 内的 外的 外的強制

形式Ｂ

形式Ａ

形式Ｃ

図１ 渋谷（１９９３）より「可能の条件スケール」 ※形式A~Cの帯は筆者作成

性）」によっている。最も左に位置する心情・性格（可能）は、主体との密着度が最も高い条件
になるということを意味している。外的強制は主体の判断が及ばないことから、最も右に位置す
るわけである（「自発」など）。

日高（１９８３）では、大分県東北部の国東半島でも可能表現の「三区分」の傾向があることを報
告している。それによると、可能動詞あるいは可能動詞＋レル（ルル）は主観状況可能の形式で
あるという。主観状況可能とは、状況による可能の下位に客観的な状況と主観的な状況とで区別
があるとするもので、先述の内的条件可能とほぼ同一のカテゴリーと考えてもよいと思われる。
さて、大分方言の可能動詞やその変化形である可能動詞＋レルの形（以降、二重可能形と呼ぶ）

の実態を知るために、臨地調査として松田（２００４，２００７）を行ったが、ある程度の傾向は認めら
れたものの、体系としてとらえるところまで至らなかった。臨地調査とは異なるアプローチとし
て、古い口語資料から可能表現を探ってみることも必要だと思われる。今回は、大分方言を記録
した数冊の「昔話語り」の本から、可能表現を取り出してみることにした。

２．方言関係文献資料調査

２－１．調査対象
大分方言による語りの資料となる、３冊の本を対象とする。どの本にも、当時の昔話の語り口

をそのままに残そうとした編著者の意図が巻末等に述べられている。文章中、わかりにくい方言
の表現には注が施されていることからも、方言をそのまま書き取ろうとしたことが窺える。した
がって、この３冊については、わかりやすさを追求するあまり方言に手を加えることは決してし
ていない資料だと考えていいだろう。以下、３冊の書名、編著者、出版年、出版社を挙げる。

①『語りによる日本の民話７豊後・杵築の民話～重安アサヱの語り～』
土屋北彦編著（１９８８年 国土社）

②『大分のむかし話』大分県小学校教育研究会国語部会編（１９９７年 日本標準）
③『国東半島の民話』芥川龍男・渡辺宏紀共編（１９９０年 文献出版）

①は、大分県北東部の杵築市の当時８３歳（１９０４年生まれ）の女性、重松アサヱ氏の語りを大分
県の民話収集家である土屋北彦氏が聞き書きしたものである。②は県内各地から数話ずつを各地
域の小学校国語科教員が手分けして採取したもので、話し手は各地在住の当時３７～９２歳の男女、
③は、県北東部の話し手（①の話し手も含む）による昔話を、編著者の一人である渡辺宏紀氏が
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形式 可能動詞 二重可能形 補助動詞
キル

助動詞
（ラ）ルル

補助動詞
コナス

～ガ／ワ
ナラン

コトガ
デキル

採取数 １１ ５ １７ ３２ ５ ２ １
表１ 今回調査での可能表現形式の採取数

可能を表す形式 心情可能 能力可能 内的条件
可能

外的条件
可能 備考

可能動詞 １ ６ ０ ４
二重可能形 １ １ ０ ２ 保留２
補助動詞キル ３ １３ ０ ０ 保留１
助動詞（ラ）ルル ０ ５ １ ２０ 保留６
補助動詞コナス ０ ５ ０ ０
～ガ／ワ ナラン ０ ０ ０ ２
コトガデキル ０ １ ０ ０

表２ 形式と文脈からとらえた意味との関係

採取したものである。話し手は当時３７～８９歳の男女である。

２－２．方法
本から可能表現を探し、文脈がわかる程度の前後を切り取り、Word ファイルに入力した。詳

細は稿末の別表を見ていただきたい。可能表現がそれほどたくさんは出てこないこと、冊数が少
ないことから、今回は目視による拾い出しを行った。
①と③は地域的に重なっており（③の中に①が位置する）、②も大分県全域にわたっているの

で、当然のことながら各本に同じ話が数話ずつある。特に③には同じ話あるいは同じような話を
数話まとめて載せてある。同じ話であっても少しずつ違う表現が使われている場合もあるので、
話の重複にはこだわらずに可能表現と思われるものは全て記録した。

２－３．結果
結果は稿末の一覧表で示した。可能表現と思われるものは７３例あった。

意味分類において、２つ以上の解釈が可能で判断がつかない場合を「保留」とした。渋谷（１９９３）
の可能のスケールに従えば、可能の意味にはBに近いAというものが存在する。また、可能の
条件をAで表現しているのか、Bで表現しているのか、どちらとも「読み込み可能」な場合も
ある。「保留」については、３－３であらためて述べることにする。

３．考察

３－１．いつ頃の方言か
今回取り上げた昔語りの語り手には明治の終わりごろ生まれも多い。聞き取りを行ったのは、

どの資料も１９８５～１９９５年の間と推定する。何度も繰り返し話して（あるいは聞いて）頭に残って
いる話なので、聞き取った頃に使われていた方言よりもやや古い方言が中心になっているはずで
ある。おおむね２０世紀半ば頃～２０世紀末の大分方言と考えていいだろう。
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３－２．形式の意味範囲
可能表現使用の多寡は話の内容にもよるので、単純に数だけで判断することはできない。しか

し、助動詞（ラ）ルルの数が次の補助動詞キルの倍近くの数であるのは注目される。また、可能
動詞と二重可能形を合わせると、その数はキルとほぼ同数になることも、可能動詞の変遷を考え
る上で示唆に富む結果となった。
可能動詞は新しく大分方言に入ってきたとされるが、その分布は、心情可能、能力可能、そし

て外的条件可能にわたる。
「むかしゃ犬の方に爪があっち、木でん登りきりょったんとこ。そんかわりちゅうこっもねえが、猫の方

にゃ爪が無うち、登れんじゃったんとこ。」（別表 可能動詞－１０）

のように、同じ木に登ることについて、肯定形でキル、否定形では可能動詞を使っている。他を
見るとキルの否定形キラン、可能動詞の肯定形も出てくるので、どちらかに偏って使われていた
ということは言えない。肯定形と否定形、新しい形の侵入はどちらなのかという一般法則もない
ようで、「登りきらん」を使わなかった理由は明らかではない。
二重可能形も出た。特に日田市天瀬町の「くえれん」は、
「えじいもんな（怖いものは）くえれん」（別表：二重可能形－５）

という心情可能を示しており、同じ話の同じ文脈で「おそろしゅうして、くいきらんなおったち
（恐ろしくて、食うことができないでいたと。別表 キル－１０）」があることから、キルと二重
可能形もほぼ同じような意味で使われていることがわかる。先行研究にあった内的条件可能と思
われる例は、保留とした２例である（後述）。つまり、現時点で言えることは、キルと可能動詞、
二重可能形はほとんど同じ意味範囲で使用されているということである。
また、コナスの例はすべて能力可能といえるものだった。しいて言えば、今回は「困難を乗り

越えて、主体の能力で～する」という場合に限られていた。長いが例を引く。
「私のところに先祖代だいのお墓がある。その墓所にゃ最近死んだお爺さんがいけちある。二、三日ばか

り前にいけたばかりじゃが、その新仏の棺桶の蓋を取っち、お爺さんの額に噛みつきこなしちから、あんた

をうちの婿にしちあげよう」（別表 コナス－２）

コナスもまた、キルと同じ能力可能の意味範囲を担当しているのではないかと思われる。
一方の助動詞（ラ）ルルは、ほぼ外的条件を担当すると言えそうだが、内的条件可能としたも

の１例、保留としたものが６例あった。内的条件可能とした例である。
今さらこん家の人に「うめえかったき、とろろ汁をすすりてえ」ち言うわけもいくめえ、こう遅けりゃ食べ

させちもくれめえ。また、そげなこつ言わるるもんでもねえ。若けえ旅人は、寝床にゃ入ったが、眠られん

まま、家ん人が眠るのを待っちょったんとこ。（助動詞（ラ）ルル－２～３）

数の上でも今回の調査で最も多く採取され、この形式が可能表現の基盤になっているということ
が推測される。
～ガ／ワ ナランは、

「それに、銭ぐそひるじゃんいうち、やせ馬売っちしもうち、田植えはするこたならん。なんとか田植え

をするこたあできんもんじゃろうかと考えよったち。」（別表 ナラン系－１）

などの形で２例あった。現在は鹿児島県域のみの分布とされているが、大分方言でも外的可能条
件としての例があった。
コトガデキルは、「コトノデキン」が一例あった。
「そりじ、走るのが速いウサギは、里に行っち、もちごめとあずきを持っち来たんと。走るこつのできんカ

エルは、大池の水を腹いっぺい飲み込んできたちこ。」（コトガデキル－１）

「走るこつのできん（走ることのできない）」は、この昔話の文脈では能力の低さを意味して
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おり、能力可能の意味である。

３－３．保留について
二重可能形で２例、キルで１例、（ラ）ルルで６例を保留した。これらは、どの可能条件かの

候補が２つ以上ある場合であって、可能表現として意味がとれないというものではない。

別表 二重可能形－２・・・・・心情可能？内的条件可能？
二重可能形－３・・・・・能力可能？内的条件可能？
補助動詞キル－３・・・・能力可能？外的条件可能？
助動詞（ラ）ルル－２・・能力可能？外的条件可能？
助動詞（ラ）ルル－４・・心情可能？外的条件可能？
助動詞（ラ）ルル－９・・外的条件可能「知らせられん」の省略？
助動詞（ラ）ルル－１０・心情可能？外的条件可能？

２つの候補は可能の条件スケール上、二重可能形－３などのように隣り合っている場合もある
が、助動詞（ラ）ルル－４のように心情と外的条件可能のように離れている場合もある。表２と
合わせてみると、（ラ）ルルがかなり広い意味範囲を担当しており、能力可能をそれ以外の可能
動詞、二重可能形、キル、コナス、コトガデキルなどが群雄割拠している状態が読み取れる。二
重可能形も可能の意味全体に広がっているようだが、例が少なすぎるので現時点では何とも言え
ない。
最後に、別表で可能動詞－１とした「採るる」は自動詞と同形になるが、意味は能力可能と考

えていいだろう。坂梨（１９６９）にある、可能動詞の出自は他動詞から自動詞形が作り出され、そ
れが一部可能専用形になっていったことを考えると、自動詞形と可能動詞形の関係にも注意を払
う必要がある。

４．まとめにかえて

今回は、７３例の用例から大分方言における可能表現形式と意味の分担を考えた。その結果、助
動詞（ラ）ルルの用例数が多く、意味範囲も広いことがわかった。キルやコナスは能力可能専用
形式であり、可能動詞も同様の傾向、二重可能形は広く全般にわたっていることが予想される結
果となった。今後、資料数を増やすことにより、臨地調査結果を支える証拠となることを期待し
ている。この作業を通じて、大分方言の可能表現形式の変遷をより正確に知る手掛かりとした
い。
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番号 書名 ペー
ジ

語りの
タイトル 実際の語形 当該部分のセンテンス 地域

文脈から判
断できる意
味（動作主
体 内 の 能
力／主体外
部の条件に
よる／心情
による／主
体の一時的
な内定条件
による）

可能動詞－
１

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

２０ 小槌の柄 採るる（自
動詞） そんごて毎日寝ちょったら、どげえしち作物が採るるか。起けち働け。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能
（自動詞と
同形）

可能動詞－
２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１８５ 千手観音の
手 抱ける

娘は、「わたしん赤ん坊はどこか」ち、見廻したら、自分のない筈の片手に、不思
議にも手が生えちょるんじゃち。「ああ、ありがてえ、これじわしの子が抱け
る」ちなあ、もう娘は大変な喜びようじ、赤ん坊をしっかりと抱いたんと。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

可能動詞－
３

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１５８ 大食い 食える

嫁さんな、七合五勺たぁ多すぎると思うたけんど、病人の機嫌をそこのうちゃ
いけんと、言わるるとおり七合五勺ん粥う炊いち、枕元まじ持っち行くと、吉
吾さんな、そん粥う最後ん一杯分ほど残しただけじ、たちまちペロリち平らげ
しもうた。さすがん嫁さんも呆れはてち、「たった一杯どま残さんと、みな食う
ちしまや良かったに」ち、腹ぁ立てち言うと、吉吾さん。「七合五勺ん粥がみな
食えるごつありゃ、おりゃ悪いち言うち寝ちょらせん」

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

可能動詞－
４

大分のむかし話（１９７６
年 日本標準） ２４ 大みそ日の

大りょう
こ せ そ う
（こせる）

「うちにゃあ、もう銭がひとつもねえで。これじゃ、正月がこせそうにねえで。」
と、言うたち。 豊後高田市 外的条件可

能

可能動詞－
５

大分のむかし話（１９８１
年 日本標準） ３９

道三郎さん
の大ヘビ退
治

行ける
それからのう、こん近所じゃ病人もうんとへったちゅうこっちゃが、前田富士
には、ま物がおらんこちなったんで、近所ん人が安心して、やめえ行けるごち
なったちゅうこっちゃ。

東国東郡国
見町 心情可能

可能動詞－
６

大分のむかし話（１９９１
年 日本標準） １４８ クモ淵 帰っち来れ

ん
小津留にクモ淵というところがあってなあ。むかしから、ひとりで行くと帰っ
ち来れんごつなるという言い伝えがあったんじゃ。

大野郡三重
町

外的条件可
能

可能動詞－
７

大分のむかし話（１９９２
年 日本標準） １５４ スッポン売

り 聞きとれん

町からもどっちきた吉四六さんが、スッポンの売れんこつう、かかんおへまど
んに話すと、「吉四六さん吉四六さん、そげえ早口じ『スッポンスッポン』いう
たってんわからんのじゃきい、まちっとゆっくりいわにゃ、そりゃあ町の人も
聞きとれん。」ちゅうたら、「おへまどんよい、ふんありもうおれいゆっくりい
うわい。」

大野郡野津
町

外的条件可
能

可能動詞－
８

国東半島の民話（１９７９
年 文献出版） ２１ 豊 後 ん 牛

「忠太郎」 いびれん 松行の人が上がっち見ると、牛木をあべこべに置いちゃるから、みんなで当た
り前のようにしょうと思うが、いびれん（動かせない）のじゃ。

国東町大恩
寺 能力可能

可能動詞－
９

国東半島の民話（１９８４
年 文献出版） ４８ 石屋の熊公 動きがとれ

ん

怪我の寝床の上で、熊公は考えたんじゃ。―あんな強い雷様でさえ、石の上に落
つりゃ尻もぶち萎えちしもうち動きがとれん。矢張り石は強い。だがそん強い
石を砕くのが石屋じゃねえか。

国東町成仏 能力可能

可能動詞－
１０

国東半島の民話（１９８６
年 文献出版） ６３ 猫の爪 登れん むかしゃ犬の方に爪があっち、木でん登りきりょったんとこ。そんかわりちゅ

うこっもねえが、猫の方にゃ爪が無うち、登れんじゃったんとこ。 武蔵町内田 能力可能

可能動詞－
１１

国東半島の民話（１９９７
年 文献出版） １４３ 金の鎖 登れん

山姥は上向いち、「なっとしち登ったか」ちいうたら、姉さまが、「そきある油雑
巾ぬ、ふきふき登った」ち答えたんじゃ。山姥は油を桜ん木にひっ付けひっ付
け登ろうとするけどん、滑っち登れんもんじゃき妹が笑うと、「どういてん登
れん」ち山姥がいうたんじゃ。

武蔵町内田 外的条件可
能

二 重 可 能
形－１

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

２０ 小槌の柄 働けるる ばか言え、こん暑いのに、何じ働けるるか。
速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

二 重 可 能
形－２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

８０ 竜神の形見 食べれん
じつは、少々なこつじゃ雨が降らんから、三人の娘のうち一人を竜神さまに捧
ぐる約束したんじゃ。じゃが、どん娘に行けちゅうこつも言いきらんじ、日夜
ままも食べれんじ心配しよるんじゃ。

速見郡北杵
築村大字船
部

心情可能？
内的条件可
能？

二 重 可 能
形－３

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１１６ 餅は白狐 食べれん 「なし食べんのかい。こりゃぁアボちいうおいしいもんじゃが、食べれんごつ
ありゃ、娘が好きじゃから、お土産に持っち帰っちおくれ」

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能？
内的条件可
能？

別表 大分県の昔話語りの記録（可能表現）
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二 重 可 能
形－４

大分のむかし話（１９９７
年 日本標準） ２３９ 黒雲山のサ

ル退治 いけれん

そうこうしよったら、夕方になっち、久作が帰っちきた。「久作、久作。きゅう
は。おまえをやといきたざい。こげなふうじゃが、おまえ、どげなふうか。」ち、
いうたら、「そらまあ、きゅうはおせえき、いけれん。ほなまあ、夜が明けたら、
さっそく行こう。」

日田郡天瀬
町

外的条件可
能

二 重 可 能
形－５

大分のむかし話（１９９９
年 日本標準） ２４８ もちをこわ

がった男 くえれん
「おら、あんた、ひとつくちぇみらんかい、こりゃなかなかうめえもん。」ち、い
うけど、「おりゃ、そん、えじいもんなくえれん。」ち、いうち、なかなかくおう
ちゃいわんち。

日田郡天瀬
町 心情可能

補助動詞キ
ル－１

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

２５ 長い名前 覚えきらん そげえ長い名前は覚えきらんから、紙に書いちょくれ。
速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

補助動詞キ
ル－２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

８０ 竜神の形見 言いきらん
じつは、少々なこつじゃ雨が降らんから、三人の娘のうち一人を竜神さまに捧
ぐる約束したんじゃ。じゃが、どん娘に行けちゅうこつも言いきらんじ、日夜
ままも食べれんじ心配しよるんじゃ。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

補助動詞キ
ル－３

大分のむかし話（１９８３
年 日本標準） ６２

ミ ノ 虫 に
なったばあ
さん

動ききらん
「すいつきたけりゃあ、すいつけ。」ち、言うたらな、小判がおおきなこつすいつ
いちなあ。じいさんが帰りよったら、ばあさんが動ききらんようになっちょっ
たんと。小判をひきむしって、ふたりは大きなぶげんになったんと。

速水郡日出
町

能力可能？
外的条件可
能？

補助動詞キ
ル－４

大分のむかし話（１９８４
年 日本標準） ６７ 花さかじい さかせきる

「そこにおる者はなに者か。」「日本一の花さかじいでござる。」ちゅうたら、「さ
かせきるなら、さかせちみよ。」ちゅうから、そん灰をまくと、かれ木に花がさ
いたちゅうのじゃあ。

速水郡日出
町 能力可能

補助動詞キ
ル－５

大分のむかし話（１９８７
年 日本標準） １０２ ゆうれいに

なったヘビ
もどりきら
ん

今でも女のゆうれいが出るのは、ありゃ、ヘビがばけち、もとの姿にもどりき
らんでおるんで。 大分市 能力可能

補助動詞キ
ル－６

大分のむかし話（１９８９
年日本標準） １１２ カッパのみ

そあえ かみきらん 「ふうん、にんげんたあ、なんとまあ、歯のじょうぶなもんじゃのう。わしゃか
みきらん。むりしちかみゃあ、歯がおるる。 臼杵市 能力可能

補助動詞キ
ル－７

大分のむかし話（１９９０
年 日本標準） １４５ はねのはえ

た与平さん 登りきる
ある日、与平が、原の畑をたがやしに行きよったら、村の子どもたちが集まっ
てきて、「与平やん、与平やん、おまえ天登松に登りきるな。」というたんと。与
平は、「登りきれえじゃ。」というち、松の木のてっぺんまで登ったんと。

大野郡三重
町 能力可能

補助動詞キ
ル－８

大分のむかし話（１９９４
年 日本標準） １７５ カッパの恩

返し おけきらん

頭んさらに水がたまっちょると千人力もあるけんど、水がねえごつなりゃ一
人日力もねえごつなんのと。そしち、くにゃくにゃじ、もうおけきらんごつ
なっちしもうち、そんまめえしちょきゃ、そいつがひからびちしもうち死んじ
しまうんと。

大野郡千歳
村 能力可能

補助動詞キ
ル－９

大分のむかし話（１９９６
年 日本標準） ２３８ 黒雲山のサ

ル退治 いっきらん

「どうでん、これにいっちょらな、おひめさまん、おりばはねえ。」「いっちぇい
てみよ。」ち、いうけんど、なかなかおくの方がまっくりいもんなき、だあれん
いっちえいかんち。「こらあ、どんこんいっちゃいっきらんざい。いっちぇいっ
きるもんなねえか。」ち、いうけんど、だあれんいきてがねえ。

日田郡天瀬
町

能 力 可 能
（勇気）

補助動詞キ
ル－１０

大分のむかし話（１９９８
年 日本標準） ２４６ もちをこわ

がった男 くいきらん

まるめっしまうと、自分の前に持ってきたき、もう、えずして、「くえ。」ち、いう
けど、くいどこじゃねえ。どんこんえずしてこたえんもんなき、みよったら、
「えんりょせんな、くえ。」ち、またいうち。いうばってん、どんこん、くいどこ
じゃねえ。おそろしゅうして、くいきらんなおったち。

日田郡天瀬
町 心情可能

補助動詞キ
ル－１１

国東半島の民話（１９７８
年 文献出版） ２０ 豊 後 ん 牛

「忠太郎」 上げきらん

家ん棟のすぐ近くまで引き上げる、大きな牛木を「やあやあ」いうち、大勢の人
が棕櫚（しゅろ）縄で吊り上げちょるんじゃ。忠太郎はそりゅう見ち、「情けね
えこっちゃのう。そん若け者たちが、大層人数掛かっちょって、上げきらんか」
ち笑いながらいうたら、松行の人が聞いち怒っち、「小父やん、あんたがそげい
うなら、上げきるかえ」ちいうたんじゃ。「上げきらんこつもねえがのう。」ちい
うて、知らん顔をしち行こったら、松行の人たちが呼び戻したんとこ。

国東町大恩
寺 能力可能

補助動詞キ
ル－１２

国東半島の民話（１９８０
年 文献出版） ２１ 豊 後 ん 牛

「忠太郎」
切りまわし
きらん

「情けねえこっちゃのう。俺が一人で上げちやったのを、上じみんなで切りま
わし（ぐるりと反対に方向を変える）きらんかや」ち笑ったけんどん、みんなが
いびりきらんのじゃ。

国東町大恩
寺 能力可能

補助動詞キ
ル－１３

国東半島の民話（１９８１
年 文献出版） ２１ 豊 後 ん 牛

「忠太郎」
いびりきら
ん

「情けねえこっちゃのう。俺が一人で上げちやったのを、上じみんなで切りま
わし（ぐるりと反対に方向を変える）きらんかや」ち笑ったけんどん、みんなが
いびりきらんのじゃ。

国東町大恩
寺 能力可能

補助動詞キ
ル－１４

国東半島の民話（１９８３
年 文献出版） ３３ 芸は身を助

くる
放 る き る
（ママ）

「こん可愛い顔した嫁女が、追い出されるようなそげな大きな屁を放（へ）るき
るのかえ。 国東町藁蓑 能力可能

補助動詞キ
ル－１５

国東半島の民話（１９８５
年 文献出版） ６３ 猫の爪 登 り き

りょった
むかしゃ犬の方に爪があっち、木でん登りきりょったんとこ。そんかわりちゅ
うこっもねえが、猫の方にゃ爪が無うち、登れんじゃったんとこ。 武蔵町内田 能力可能

補助動詞キ
ル－１６

国東半島の民話（１９９０
年 文献出版） ９３

高千穂（た
かちゆ）話・
恐ろしい餅

食べきらん
「はい（どうぞ）、食びい（たべなさい）」ちいうけんどん、婿子は餅ゅ初めち見た
から、おどじ（恐ろしくて）食べきらんじゃ。「食べきらん。おでえ、おでえ」ちい
うち後退りするばっかりじゃ。

武蔵町内田 心情可能

補助動詞キ
ル－１７

国東半島の民話（１９９１
年 文献出版） ９７ 高千穂話・

餅 食べきらん 婿は首を振って、「いゝや。俺はそりな好かんのじゃ」ちいうんとこ。どげしち
ん食べんのじゃ。恐ろしいから食べきらんのじゃ。

国見町大熊
毛 心情可能

助動詞（ラ）
ルル－１

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

２１ 小槌の柄 食べらるる そん小槌を振ると、何でん欲しい物が出る。そりじ米でん麦でん打ち出しよ。
そうすれば、働かんでも食べらるる。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

４０ とろろ汁 言わるる
今さらこん家の人に「うめえかったき、とろろ汁をすすりてえ」ち言うわけも
いくめえ、こう遅けりゃ食べさせちもくれめえ。また、そげなこつ言わるるも
んでもねえ。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能？
外的条件可
能？

助動詞（ラ）
ルル－３

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

４０ とろろ汁 眠られん （前の文の続き）若けえ旅人は、寝床にゃ入ったが、眠られんまま、家ん人が眠
るのを待っちょったんとこ。

速見郡北杵
築村大字船
部

内的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－４

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

５２ 猿と蟹 替えられん
「そん握り飯う、こん柿ん種と取り替えちくりい」ち、言う。蟹が、「おりが拾う
たんじゃきい、替えられん」ち、言うんを、無理い取り替えち、猿ぁそん握り飯
う、うまそうに平らげたそうな。

速見郡北杵
築村大字船
部

心情可能？
（禁止）

助動詞（ラ）
ルル－５

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

７０ 天道さん金
の鎖 登られん 妹が上から、カンテラん油を流したけん、ツルツル滑っち登られん。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能
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助動詞（ラ）
ルル－６

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

７２ きょうだい
星 帰られん

山芋がなかなか見つからんじ、ウロウロしようるうちい、日が暮れちしもう
た。「どうしたもんかのう、家にゃお父たんが待っちょるが」ち言けんど、道が
判らんじ、帰ろうにも帰られん。

速見郡北杵
築村大字船
部

能 力 可 能
（になって
いるが）

助動詞（ラ）
ルル－７

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

８０ 竜神の形見 言われん 「お父さん、お母さん。どういう心配ごつがあるのかえ、子に言われんこつはあ
るまいがえ」ち、たずねた。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

助動詞（ラ）
ルル－８

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

８４ 竜神の形見 帰られん わたしは、皆が知っちょるように、竜神さまのところへお嫁に来たもんじゃか
ら、今さら帰るにも帰られん。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－９

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

９４ 蛙の報恩 しられん
娘に子どもがでくるようになったけんど、蛇ん子じゃなんか言う話は世間
にゃしられん。一人娘のこつじゃし、どげえしたらいいか困っち、泣きよんの
じゃ

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能？

助動詞（ラ）
ルル－１０

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１４９ 薪買い 売られん
「そりゃ高え、そげな高え薪物な買うたこつがねえ、半分にまけちょけ」ち、言
う。薪物売りは、「半分にまけちゃ元も子もねえ、そげえ安くは売られん」「仕方
ねえ、せっかく運んじもろうたが、もっち帰っちくりい」

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能？

助動詞（ラ）
ルル－１１

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１５０ 危ない碁 （座っち）お
らるる

吉吾さんな、いっこもおもしろうねえ。あげな白黒ん石う板ん上い並べち、何
がおもしろえもんか。ひんがな一日、よう飽きもせんじ、じっと座っちおらる
るもんじゃ。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

助動詞（ラ）
ルル－１２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１５２ 盗み食い
食わりょう
か（食われ
る）

「久兵衛さんが牡丹餅う持っち来ちくれたんじ、本堂ん金仏さめえお供えし
ちょったところが、あんまりうまそうじゃったんじゃろう、金仏さまがみんな
食うてちしもうた」「ばかいえ、吉吾、どげえしち金仏さまが牡丹餅う食わりょ
うか」「そげえ言うてん、食うたものぁしょうがあるめえ。そん証拠には、金仏
さまん口んはたぁ見ちみなりい」

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

助動詞（ラ）
ルル－１３

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１６３ 継子の節句 帰られん 「お前は袋がいっぱいになったからいいけんど、わしゃまだいっぱいにならん
から帰られん。まいっとき待て、まいっとき待て」

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１４

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１６６ 六部殺し 通られん

むかし、弘法大師が波多方峠を越そうと、野原を通りよったら、かんからん蔓
がお衣ん袖い引っかかっち離れん。そりじ、持っちょった杖じ叩いち、やっと
こさ蔓を切り放したそうじゃ。そりから後、そこん所だけかんからが生えんよ
うになった。他の所はかんからだらけじ通られんごつ茂っちょる。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１５

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１７５ がぁたろ相
撲 泳がるる いつもは日中じゃねえと水浴びがでけんが、こん日にゃがぁたろが一匹もお

らんから、おおっぴらに泳がるる。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１６

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１８６ 千手観音の
手 いかれん 夕日長者一家は、殿さまからたいそうな仕置きをうけち、それからというもん

な、夕日が沈むようにおちぶれち、いかれんごつなったんと。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１７

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１８８ 一宮金次郎 いかれん
ある田舎町い、お侍ん家があったんと。たいそうな広いお屋敷じ、立派な建物
じゃったが、そこのお侍さんが、あんまり贅沢をするもんじ、家がいかれんご
ちなっちしもうたんとこ。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１８

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１９６ お初観音 見せられん

「こりゃ待て、お初、何しにこげな山ん頂上近くじ、お初に追いついた若旦那
が、「こりゃ待て、お初、何しにこげな山ん中い来たんか。そん手に持っちょる
物な何か、見しい」ち、迫まると、お初は、「見せられん」ち、風呂敷を後ろ手に隠
すんじゃ。

速見郡北杵
築村大字船
部

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－１９

大分のむかし話（１９７７
年 日本標準） ２４ 大みそ日の

大りょう 上がられん

カモを岸のねきに引き上げちから、じいあんも上がろうとしたんじゃが、ふん
どしが重とうて。どげんしても上がられんのじゃと。見るとな、ふんどしの中
へ、いっぺえフナがへいりこんじいち、そうじゃのう、三貫目もあったじゃろ
うか。そのままかかえち、岸の上へ上がったんと。

豊後高田市 外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２０

大分のむかし話（１９７８
年 日本標準） ２９ 吉吾どんの

サバ売り ほどかれん 吉吾どんをむりやり入れち、もう内から手が出らんように、外からがんじがら
めにくびってしもうち、内からほどかれんごちしてしもうたと。

西 国 東 郡
香々地町

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２１

大分のむかし話（１９７９
年 日本標準） ２９ 吉吾どんの

サバ売り 出られん 「ふん、そんなら、われここでまっちょれ、どうせこりから出られんじゃろう。
そんたから物はどけおいちょるかや。」

西 国 東 郡
香々地町

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２２

大分のむかし話（１９８０
年 日本標準） ３０ 吉吾どんの

サバ売り
出られやせ
ん

吉吾んやつが死んだちわかっちから村んもんが取るき、ほんならちょいとこ
こじまたせちょこう。どうせ出られやせんのじゃ。

西 国 東 郡
香々地町

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２３

大分のむかし話（１９８２
年 日本標準） ４２ じゃの目の

かさ 住まるる そこは、ほらあながあっち、木をこずんじ、なんとか人が住まるるようにし
ちゃるのじゃが、たいへんな家じゃ。

東国東郡武
蔵町

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２４

大分のむかし話（１９８５
年 日本標準） ７２

うらさんと
おさんどん
ギツネ

食べられん
なん年かたって、おさんどんは年をとって弱り、食べられんようになったもん
じゃあから、「うらさんのところに行けば、きっと、やしのうちくるるじゃろ
う」ちゅうんで、よろよろしながらたずねて行ったそうな。

速水郡山香
町 能力可能

助動詞（ラ）
ルル－２５

大分のむかし話（１９８８
年 日本標準） １０３ 小僧さんの

とんち くわるん おれも、毎日、おたいやにさがったりしよんに、どうしちくわせんのじゃろう。
なんとかしてくわるん方法はねかろうか。

北海部郡佐
賀関町

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２６

大分のむかし話（１９９５
年 日本標準） ２２９ ちょうぎり

こ いかれん

「ちょうぎりこ、ちょうぎりこ・・・（名前）・・・どんごろべえ、じいちゃんが、助け
に来たぞ。」ち、いうたけんどが、はいっていくちゅうてん、ちょいとはいって
いかれん。しょうがねえき、おじいさんがな、「はしごをとってくる。」ち、どん
どん、どんどん走っち帰っちみた。

玖珠郡北山
田

外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２７

国東半島の民話（１９８９
年 文献出版） ８７ 継子なしの

節句 離されん

「そげえ、侍の子がふげとりをすりゃ（こっそりと盗み食いをする）、なっとす
りゃいゝか」ち、あとより（後妻）に尋ねたんじゃ。「なっとすりゃいゝかちいう
ても、目も離されんくれえじゃき、わしゃ仕事も出来ん」とあとよりは、尾鰭
（おひれ）を付けち大きくいうんじゃ。

武蔵町内田 外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－２８

国東半島の民話（１９９２
年 文献出版） １００ 高千穂話・

元結の素麺
食べられた
物

「うめえき、はい（どうだ）食べちおくれ」ち婿子が進めちくれたが、なんぼ（い
くら）娘の婿子が進めてくれたち、食べられた物（もん）じゃなかったんとこ。 武蔵町内田 心情可能／

能力可能？

助動詞（ラ）
ルル－２９

国東半島の民話（１９９３
年 文献出版） １１４ 高千穂話・

餅 食わるる

餅に付いちょった土を、手でなでまわしち落としち、嫁さんな食べたち。それ
を見た婿さんな、「そりゃ、食わるる物か」ちいうたち。嫁さんが「お正月かお祭
りじゃなけりゃ、餅ゃ、なかなか搗かせんので。あんたが初歩きをして来たき、
両親が折角搗いちあげたんに。こんなおいしい物が滅多にあるかえ」ち。

杵築市八坂
熊丸

外的条件可
能？
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助動詞（ラ）
ルル－３０

国東半島の民話（１９９４
年 文献出版） １１８ ぶすの一生 食われるか

そりじゃもんじゃから、ぶすは怒っち、くどん（かまど）中ん灰を十能じすくう
ち、釜ん中放たり込み、放たり込みしたから、飯は灰まめし（灰だらけ）になっ
ちしもうたんと「みよ。こんなこちになったき、食われるか」ち、ぶすはひとり
言いゝながら、裏ん藪、釜を放たりぶっせ（捨てた）ところ、

武蔵町内田 外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－３１

国東半島の民話（１９９５
年 文献出版） １２８ ぶすの話 帰られめえ

「和尚（おっ）さんがなんも、かんもひっさらえち焚えちしまえちいうたき、み
んな火にくべた」といゝましたんじゃ。和尚さんが、「阿呆が。くべちしもたん
か。こりじゃ帰られめえが、なんか隠すもんなねえか」といゝましたが、みんな
くべちないんです。

国見町赤根 外的条件可
能

助動詞（ラ）
ルル－３２

国東半島の民話（１９９８
年 文献出版） １５０ 半造が淵 行かれん

「今夜（こいさ）、陽原（ひらばる）にお産がすんだが、行かんかや」ちいうたよう
にあったち。そうしたら半造が宿を借りちょる大きな木が、「今夜、お客があっ
ち、行かれんがのう」ちいうたようにあったち。

武蔵町内田 外的条件可
能

補助動詞コ
ナス－１

国東半島の民話（１９９６
年 文献出版） １４３ 金の鎖 登りこなさ

ん

山姥は桜ん木の上を見ち、「われんたちゃそきおるのか」ちいうち、急いぢ登ろ
うとしたが、桜ん木じゃもんじゃき、滑っち登りこなさん。山姥は上向いち、
「なっとしち登ったか」ちいうたら、姉さまが、「そきある油雑巾ぬ、ふきふき
登った」ち答えたんじゃ。

武蔵町内田 能力可能

補助動詞コ
ナス－２

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

９９ 婿入りの難
問

噛みつきこ
なし

「私のところに先祖代だいのお墓がある。その墓所にゃ最近死んだお爺さんが
いけちある。二、三日ばかり前にいけたばかりじゃが、その新仏の棺桶の蓋を
取っち、お爺さんの額に噛みつきこなしちから、あんたをうちの婿にしちあげ
よう」

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

補助動詞コ
ナス－３

語りによる日本の民話
豊後杵築の民話・重安
アサヱの語り（１９８８年
国土社）

１２２ 六波羅堂 食わせこな
さん

「あん奴が、子どもんじょう作っち、食わせこなさんから、うちの米と小豆を
盗ったに相違ねえ」ち、勝手に決めち、隣ん家の様子をのぞきよった。

速見郡北杵
築村大字船
部

能力可能

補助動詞コ
ナス-4

国東半島の民話(1987
年 文献出版） 76 蛇婿入り 沈めこなさ

ん

最初（はな）んくちゃ（初めは）、瓢箪ぬブクブク竜神は沈めよったけどな
あ、次の瓢箪ぬ沈めようとすると、初め沈めた瓢箪がコロッと浮き上がっ
ち、千個の瓢箪ぬ、とうとう夕方までかかってん、沈めこなさんじゃち。

杵築市八坂
熊丸 能力可能

補助動詞コ
ナス-5

国東半島の民話(1988
年 文献出版） 76 蛇婿入り 沈めこなさ

ん

さすがの竜神も疲れ果てちしもうち、娘を嫁にするこっを諦めちなあ、「お
前は利口な女子じゃ。おりな、なんぼ神通力があってん、千個の瓢箪ぬ沈め
こなさんから、お前を嫁にするのはやめたから帰れ」ちいうたち。

杵築市八坂
熊丸 能力可能

ナラン系-
1

大分のむかし話（1993
年 日本標準） 160 天のぼり するこたな

らん

やせ馬じゃあけど百姓にゃ大事なもんで、馬か牛が「おらにゃあどうしてん
五月にゃあたっちいかんわけじゃな。それに、銭ぐそひるじゃんいうち、や
せ馬売っちしもうち、田植えはするこたならん。なんとか田植えをするこた
あできんもんじゃろうかと考えよったち。

大野郡野津
町

外的条件可
能

ナラン系-
2

国東半島の民話(1982
年 文献出版） 23 山姥の三人

の子供
先き行きが
ならん

暫くたつと、山姥の赤ん坊も大分大きくなったので、山姥はお婆さん方えお
礼に来ましたんじゃ。そんとき、「三人の赤ん坊に名前がなければ、これか
ら先行きがならんが。お婆さん三人の赤ん坊に、なんち名前を付けたらよか
ろうか」

国東町藁蓑 外的条件可
能

コトガデキ
ル-1

大分のむかし話（1975
年 日本標準） 11

箭山（やや
ま）のサル
とウサギと
カエル

走るこつの
できん

そりじ、走るのが速いウサギは、里に行っち、もちごめとあずきを持っち来
たんと。走るこつのできんカエルは、大池の水を腹いっぺい飲み込んできた
ちこ。

中津市 能力可能
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